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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 13,022 △6.6 162 △9.4 210 △6.3 105 △51.4

2023年３月期第２四半期 13,941 24.7 179 △32.8 224 △25.4 216 △8.2

(注)１．包括利益 2024年３月期第２四半期 49百万円 （△70.5％） 2023年３月期第２四半期 169百万円 （△45.2％）

　　２．2023年３月期連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2023年３月期第

　　　　２四半期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 13.79 －

2023年３月期第２四半期 28.42 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 20,562 13,558 65.9

2023年３月期 21,811 14,229 63.3

（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 13,558百万円 2023年３月期 13,799百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 11.00 － 12.00 23.00

2024年３月期 － 12.00

2024年３月期（予想） － 12.00 24.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 △2.1 1,200 16.0 1,270 13.4 770 16.5 101.05

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 8,046,500株 2023年３月期 8,046,500株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 405,852株 2023年３月期 426,819株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 7,630,161株 2023年３月期２Ｑ 7,614,333株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：有

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第２四半期連結累計期間

との比較分析にあたっては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後

の数値を用いております。

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の分類移行後、緩やかな回復局面

が続いており、海外経済は回復ペースが鈍化しております。雇用・所得環境の改善による個人消費は、物価上昇の

影響を受けつつも、着実に増加しておりますが、猛暑や異常気象、原油価格、円安進行など先行きについては不透

明感が強まっております。

　このような環境のもとで、当社グループの売上高は、前連結会計年度第２四半期より株式会社クサネンの損益を

連結したこと及び当連結会計年度第１四半期より株式会社岩崎工業所の損益を連結したことにより増収となったも

のの、リビング事業においてＬＰガスの仕入価格に連動する販売単価が下落したことによる減収等により、13,022

百万円と前年同四半期と比べ918百万円（6.6％）の減収となりました。

　損益面では、売上高が減少したものの、売上総利益は、株式会社クサネン及び株式会社岩崎工業所の損益を連結

したこと等により、4,571百万円と前年同四半期と比べ267百万円（6.2％）の増益となりました。販管費は、株式

会社クサネン及び株式会社岩崎工業所の損益を連結したことによる増加等により、4,408百万円と前年同四半期と

比べ284百万円（6.9％）増加し、営業利益は、162百万円と前年同四半期と比べ16百万円（9.4％）の減益となりま

した。

　営業外収益及び営業外費用を加減算した経常利益は、210百万円と前年同四半期と比べ14百万円（6.3％）の減益

となりました。法人税、住民税及び事業税等控除後の親会社株主に帰属する四半期純利益は、105百万円と前年同

四半期と比べ111百万円（51.4％）の減益となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①　リビング事業

　当セグメントにおきましては、株式会社クサネン及び株式会社岩崎工業所の損益を連結したことにより増収とな

ったものの、ＬＰガスの仕入価格に連動する販売単価が下落したこと等により、売上高は、8,861百万円と前年同

四半期と比べ842百万円（8.7％）の減収となりました。

②　アクア事業

　当セグメントにおきましては、「知床らうす海洋深層水純水ブレンド」（エフィールウォーター）の販売本数が

増加し、売上高は、638百万円と前年同四半期と比べ13百万円（2.2％）の増収となりました。

③　医療・産業ガス事業

　当セグメントにおきましては、在宅医療機器の販売が減少したこと等により、売上高は、3,522百万円と前年同

四半期と比べ90百万円（2.5％）の減収となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間の資産合計は20,562百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,249百万円の減少とな

りました。この主な要因は、現金及び預金の増加354百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少1,038百万円、

電子記録債権の増加22百万円、のれんの減少108百万円並びに関係会社株式の減少288百万円であります。

　当第２四半期連結会計期間の負債合計は7,004百万円となり、前連結会計年度末と比べ577百万円の減少となりま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金の減少776百万円、電子記録債務の増加119百万円、１年内返済予定の

長期借入金の増加116百万円、未払法人税等の減少217百万円並びに長期借入金の増加217百万円であります。

　当第２四半期連結会計期間の純資産合計は13,558百万円となり、前連結会計年度末と比べ671百万円の減少とな

りました。この主な要因は、資本剰余金の減少214百万円及び非支配株主持分の減少429百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異

なる可能性があります。なお、業績予想数値は2023年５月11日に公表しました業績予想に変更はありません。

- 2 -

2023/10/26 11:30:03／23005172_大丸エナウィン株式会社_第２四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,591,964 3,946,538

受取手形、売掛金及び契約資産 4,248,091 3,209,112

電子記録債権 223,073 245,591

商品及び製品 782,381 685,465

その他 575,959 564,171

貸倒引当金 △26,306 △20,684

流動資産合計 9,395,163 8,630,194

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,763,444 2,805,696

機械装置及び運搬具（純額） 616,477 599,633

土地 3,671,547 3,678,527

リース資産（純額） 287,351 269,959

その他（純額） 1,051,468 1,069,812

有形固定資産合計 8,390,288 8,423,629

無形固定資産

のれん 1,771,659 1,663,452

顧客関連資産 778,687 748,162

その他 83,142 83,023

無形固定資産合計 2,633,489 2,494,639

投資その他の資産

投資有価証券 717,672 625,701

関係会社株式 297,797 9,400

繰延税金資産 86,609 90,479

その他 292,843 290,474

貸倒引当金 △2,086 △1,887

投資その他の資産合計 1,392,836 1,014,168

固定資産合計 12,416,614 11,932,437

資産合計 21,811,777 20,562,631

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,424,752 1,648,020

電子記録債務 1,036,174 1,155,548

短期借入金 60,000 60,000

１年内返済予定の長期借入金 536,726 652,752

リース債務 110,843 109,068

未払法人税等 361,777 143,931

役員賞与引当金 26,400 10,500

その他 799,554 834,896

流動負債合計 5,356,228 4,614,716

固定負債

長期借入金 1,120,903 1,337,989

リース債務 204,686 187,579

繰延税金負債 325,052 292,967

役員退職慰労引当金 338,658 185,629

退職給付に係る負債 25,089 24,921

その他 211,463 360,422

固定負債合計 2,225,853 2,389,509

負債合計 7,582,082 7,004,226

純資産の部

株主資本

資本金 870,500 870,500

資本剰余金 1,189,126 974,185

利益剰余金 11,820,874 11,834,663

自己株式 △305,824 △290,806

株主資本合計 13,574,676 13,388,543

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 225,119 169,862

その他の包括利益累計額合計 225,119 169,862

非支配株主持分 429,899 －

純資産合計 14,229,695 13,558,405

負債純資産合計 21,811,777 20,562,631
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 13,941,378 13,022,477

売上原価 9,637,545 8,450,740

売上総利益 4,303,833 4,571,737

販売費及び一般管理費 4,123,872 4,408,762

営業利益 179,961 162,974

営業外収益

受取利息 108 179

受取配当金 13,322 14,882

受取賃貸料 8,934 13,280

その他 28,974 30,099

営業外収益合計 51,339 58,441

営業外費用

支払利息 4,167 4,780

不動産賃貸費用 1,950 4,064

その他 872 2,464

営業外費用合計 6,990 11,309

経常利益 224,310 210,106

特別利益

固定資産売却益 3,592 13,167

投資有価証券売却益 160,273 1,570

特別利益合計 163,866 14,738

特別損失

固定資産除売却損 5,668 4,125

特別損失合計 5,668 4,125

税金等調整前四半期純利益 382,508 220,718

法人税、住民税及び事業税 159,520 123,621

法人税等調整額 10,499 △8,128

法人税等合計 170,020 115,493

四半期純利益 212,488 105,225

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 216,409 105,225

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,921 －

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △43,064 △55,257

その他の包括利益合計 △43,064 △55,257

四半期包括利益 169,423 49,968

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 173,231 49,968

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,807 －

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2023年４月27日開催の取締役会決議に基づき、当社の連結子会社である株式会社クサネンの株式を追加

取得いたしました。これを主な要因として、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が214,941千円減少

し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が974,185千円となっております。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)

合計
リビング

事業
アクア
事業

医療・産業
ガス事業

計

売上高

ぽっぽガス 2,281,992 － － 2,281,992 － 2,281,992

エネルギー 4,686,733 － － 4,686,733 － 4,686,733

住宅設備機器 1,755,262 － － 1,755,262 － 1,755,262

アクア － 638,017 － 638,017 － 638,017

在宅医療 － － 1,691,545 1,691,545 － 1,691,545

医療ガス － － 800,088 800,088 － 800,088

産業ガス・機材 － － 1,031,317 1,031,317 － 1,031,317

顧客との契約から
生じる収益

8,723,988 638,017 3,522,951 12,884,958 － 12,884,958

その他の収益 137,519 － － 137,519 － 137,519

外部顧客への売上高 8,861,507 638,017 3,522,951 13,022,477 － 13,022,477

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 8,861,507 638,017 3,522,951 13,022,477 － 13,022,477

セグメント利益
又は損失（△）

△31,608 41,059 153,524 162,974 － 162,974

（セグメント情報）

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の合計は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

２　「報告セグメント」における「その他の収益」は、「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」に

基づき実施される「電気・ガス価格激変緩和対策事業」により、ＬＰガス料金の値引きの原資として受領す

る補助金であります。
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（企業結合等関係）

（比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し）

　2022年７月１日に行われた株式会社クサネンとの企業結合について、前第２四半期連結会計期間から暫定的な会

計処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定しております。

　この暫定的な会計処理の確定に伴い、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報にお

いて、取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されました。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益及び包括利益計算書において、販売費及び一般管理費が

16,553千円増加（のれん償却額9,065千円、顧客関連資産償却額7,487千円増加）し、法人税等調整額が2,536千円

減少しました。これらに伴い、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が16,553千円減少し、四半期純

利益、親会社株主に帰属する四半期純利益、四半期包括利益及び親会社株主に係る四半期包括利益が14,016千円減

少しております。

　なお、のれんについては10年間にわたる均等償却、顧客関連資産については20年間にわたる均等償却を行ってお

ります。
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